
～

　最終予算額　 （Ａ)

　決　算　額 （Ｂ)

Ｂ(H24はＡ）のうち一般財源

 従事する職員数

 概算人件費 （Ｃ）

　概算事業費　（Ｂ(H24はA)＋Ｃ）

2846

seibun@pref.nagano.lg.jp

県の関与を見直す
余地

内　線

E-mail

担
当
課

228,799 178,720

  県立創造館2館の適切な管理運営を行うとともに、
利用者サービスの向上を図り、文化芸術の鑑賞・発
表の機会を広く県民に提供する。
・創造館利用者数目標値：年間178,720人程度
【参考】県立文化施設の利用者数のH20～24年度
累計目標：6,323,000人

  2館の合計利用者数は228,799人で、目標値を約50,000人上回り、平成24
年度までの目標達成に向けて順調である。
  以上から「概ね期待どおり」であった。

63
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⑥
総
合
分
析
等

総合分析
(今後の課題、
取組方針等)

・老朽化に伴う施設改修や設備の更新などを計画的に実施し、今後とも利用者の利便を図っていく必要がある。
・多様な鑑賞・発表機会の提供に努めるほか、料金割引などの利用者サービスを引き続き実施し、目標達成に向け
て取り組む必要がある。
・地域に密着した施設であるため、地元市と移管について引き続き協議をしていく。

特記事項

62

□　増加

事業改善（有効性・
効率性）の余地

□　余地あり□　余地なし

■　余地あり

254 321

・創作活動の場として地域文化活動の拠点となっており、文化芸
術振興を図るために必要である。
・21年度から3年間を期間とする2回目の指定管理者制度が導入
され、効率的かつ柔軟な施設運営が行われている。
・地域に密着した施設であるため、地元市と移管について引き続
き協議をしていく。

b

⑤
事
業
の
課
題

区　分 判　定　・　説　明

事業ニーズの変化 判
定
の
説
明

■　横ばい □　減少

■　当面余地なし

□　余地なし □　当面余地なし

④
事
業
の
成
果

事業の目標(H23) 事業成果・評価 評価区分

期待どおり

左記以外のH23年度実績

施設利用率（2館平均）（成） ％ 62.7 62.7 63.3

23年度 24年度（見込）

（効率指標　算出式）
概算事業費/利用者数

利用者数（2館計）（成）

22年度

講座・企画展数（活） 件 64

227,181人

③
事
業
実
績

成果指標・活動指標内容 単位

<効率指標(単位当りｺｽﾄ等)>
　利用者一人当たりのコスト

円/人

826 826

千円 58,572 58,166 57,291

0.10 0.10

23年度事業費の主な内訳

千円 57,340 56,465 ・管理運営費：52,629千円
・修繕費：4,711千円

千円 57,740 57,340 ―

千円

23年度 24年度（当初）

56,044 55,06853,943

②
事
業
コ
ス
ト

区　　分 単位 22年度

　概　算
　人件費

人 0.10

千円 832

57,740

①
　
事
 
業
 
の
 
概
 
要
 
等

目　的
(必要性)

・施設利用者（県民・文化団体等）が快適かつ安全に利用できる施設運営を行う。
・県民に優れた文化芸術の鑑賞機会や発表の機会を提供し、本県の文化芸術の振興を図る。

対　象 県民・文化団体等

目指すべき姿

県立文化会館の管理運営により、優れた文化芸術の鑑賞の機会及び発表の機会を広く県民に提供し、心豊かな暮らしの実
現を目指す。
【参考】県立文化施設の利用者数のH20～24年度累計目標：6,323,000人

事業内容
飯田創造館及び佐久創造館の次に掲げる業務を指定管理者が行う。
①施設設備の維持管理、②利用許可及び利用料金の徴収等、③芸術文化の振興に資する事業の実施

長野県都市公園条例第20条

実施方法
国庫･
県単

委託（指定管理）（（財）長野県文化振興事業団及び（株）フードサービスシンワ）

実施期間 S54 根拠法令等

県単独事業

事　業　名 文化施設管理運営事業（創造館）

02 10 04

平成24年度事務事業評価シート （23年度実施事業分）

事業番号 中期総合計画主要施策番号 4-02,4-03 部・課 企画部　生活文化課


